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大きな目は女性の顔を魅力的に見せる要素の一つで
ある。現在の日本では、カラーコンタクトレンズやア
イメイクなどを利用し、目を大きく見せる工夫をする
女性も少なくない。また、粘着剤を使ったり美容整形
外科手術を行うことで、物理的に目（眼瞼裂の面積）
を大きくする者もある（Shirakabe, 1997）。これらは、
大きな目が魅力的であると認識されているために行わ
れているのであろう。また、大きな目を魅力的と感じ
るのは東アジア人だけではない。例えば Cunningham
（1986）はアメリカの白人大学生に、同年代の白人女
性の顔の魅力評定をさせ、その点数と顔パーツの寸法
との相関を算出した。その結果、目の大きさは一貫し
て魅力と相関していることが示されている。
一般的に、人が魅力を感じる対象には、人にとって
何らかの益がある。例えば人間を含む多くの動物には、
顔や体の左右対称性が高い個体を好み、非対称な個体
を避ける傾向がある。左右対称な方が、走ったり泳い
だりする運動能力が高く、生存率が高まるためと言わ
れている（Mфller, 2000）。あるいは、左右対称な個
体は、受精卵が細胞分裂を繰り返す過程で、外的環境
の影響に耐えながら安定して分裂した、ということを
示しているためと言われることもある（Mфller, 2000）。
いずれにせよ魅力的な特徴を持っているということは、
種の維持におけるメリットがあると推察されるのであ
る。言い方を変えれば、そういった特徴に魅力を感じ
て接近した血統が、より高い確率で子孫を残し、我々
として現存しているわけである。
大きな目が好まれる理由に関しても、いくつかの仮
説を挙げることができる。例えば、左右対称性のよう
に、何らかの身体能力を反映している可能性がある。
これまでのところ、目の大きさと具体的な身体能力と
の相関は示されていない。しかし、女性の性的魅力要
素（例えばウエスト・ヒップ比や乳房の発達具合）は
出産能力を反映していると考えられることがある。も
し大きな目が女性としての魅力を示しているなら、そ
ういった能力と関連している可能性は否定できない。
また、大きな目は意思疎通しやすい、という社会的な
メリットを持っている可能性がある。目が大きい個体
がどこを見ているのかを察しやすかったり、表情の変
化を察知しやすかったりすると、意思の疎通が容易に
なるというメリットもあるかもしれない。そのほかに
も、ベビースキーマ仮説はよく知られている（例えば
Little, 2012）。ベビースキーマは、大きな目、丸い頭、
小さな顎など、多くの動物の赤ちゃんに共通してみら
れる形態特徴のことである（Lorenz, 1943）。そして
ベビースキーマ仮説は、「大きな目は赤ちゃんの顔が
持つ特徴であり、保護されるべきだという信号を発し
ている。それを見た周囲の個体は、『守らねば』と接
近し、その接近欲求が魅力として誤帰属される」とい
う主張である。
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大きな目が好まれる理由に関する探索的研究
―選択者の個人特性―
学芸学部 化粧ファッション学科 松下 戦具
要旨：大きな目は、現代の日本を含む様々な文化圏で魅力的な顔の特徴の一つとしてとらえられている。概して、人
が魅力を感じる対象は、進化の過程で人間に何らかの益をもたらしてきた。しかし、大きな目を選好することがどの
ような意味を持っているのか今のところよくわかっていない。本研究では、大きな目がもつ意味を知る手掛かりとし
て、大きな目を好む人と小さな目を好む人の個人特性の違いを抽出した。調査（N＝600）では、参加者は目の大き
さが操作された顔写真のうちからより魅力的なほうを選ぶ課題と、回答者の個人特性を測る質問に回答した。分析の
結果、協調性が高い男性と免疫力が高い男性は大きな目の女性を選択しやすい傾向が示された。また、活動性の高い
女性は大きな目の男性を選択しやすい傾向も示された。これらの結果を受けて、大きな目がもつ生態学的あるいは社
会的な意味が議論された。
キーワード：大きな目、顔、魅力、選好、個人差
しかしながら、大きな目が持つ理由に関して多くの
説は唱えられても、いずれも決定的な見解には達して
いない。例えば、ベビースキーマ仮説の妥当性にも議
論の余地がある。人間や近縁の種では、日常的にはメ
スが幼児の世話をすることが多い。もちろん、外敵が
襲来したときにはオスも幼児を守るであろう。しかし、
メス（母）は幼児を抱いて安全を確保し、オスが戦い
に出る、というのが一般的であろう。また実際のと
ころ人間を対象にした実験でも、赤ちゃんの声や
（De Pisapia, Bornstein, Rigo, Esposito, De Falco
& Venuti, 2013） 赤ちゃんの顔に敏感な傾向は
（Lobmaier, Sprengelmeyer,Wiffen &Perrett, 2010）、
男性よりも女性において顕著であることが示されてい
る。つまり、男の方は相対的に、赤ちゃんに関連する
刺激に対して鈍いのである。
もし大きな目が選択者に何らかの益を与えるのなら、
大きな目を好む個体と好まない個体とを比較すること
で、その益を推測できるはずである。仮に、身体能力
の低い人が大きな目を好むなら、大きな目の持ち主は、
身体能力の低さを克服する何かを持っていると推察で
きるのである。当然ながら、選好する者はそのような
ことを意識していないだろう。しかし自然選択の原理
を考えるなら、そのような接近傾向がみられてもおか
しくはない。それは、人が左右対称の顔を好むのと同
じ原理である。
実際のところ、顔の好み（選好の個人差）はある程
度遺伝することが知られている。Germine et al.（2015）
の双生児研究によると、顔の好みを規定する要因のう
ち大部分は誕生後の環境の要因で占められるが、2割
程度は遺伝的要因のようである。また、多くのパー
ソナリティー特性も遺伝することが知られている
（Bouchard & McGue, 2008）。その遺伝率は特性ごと
に異なっているが、およそ、性格を変動させる成分の
うち半分程度は遺伝の力である。これらのことを考慮
すれば、ある個体の先祖は特定の顔を好むことで子孫
を残すことに成功し、その傾向が遺伝していてもおか
しくはない。
本研究では、大きな目を選好する人と小さな目を選
好する人とを比較し、彼らの身体の強さや性格の違い
を明らかにする。つまり、どういう人が大きな目を選
好するのかを調べることで、大きな目が発している信
号の意味を探索的に検討する。残念ながらこの調査方
法では、相関を見出すことはできても、その理由付け
や因果関係の推定は困難である。例えばある特性を持っ
た個体が大きな目を好んだとしても、それがなぜなの
か判断できないのである。しかしそれでも、大きな目
の選好と関連する変数が何であるのかを明らかにでき
れば、今後の研究の方向性を決定する手助けになるは
ずである。
また、大きな目を選好する理由が身体的な理由なの
かそれとも社会的な理由なのかを推察することは、本
研究の方法でも可能である。例えば仮に、大きな目を
選好するのが外向的な人なら、大きな目は社会的な信
号を発していると推定できるし、免疫力の高い人なら、
身体的な信号を発していると推定できる。さらに、そ
ういった傾向に、選択者の性差があるかどうかを調べ
ることも重要である。なぜなら、もし大きな目を選好
する傾向に性差があれば、大きな目は配偶者選択のよ
うな異性を選択するための信号であり、そうでなけれ
ば人一般への有益性を示していると推察できるからで
ある。
方法
回答者
調査回答者は、日本全国から参加した 20歳から 59
歳の男性 300名と女性 300名であった。男性の平均年
齢は 40.16歳（SD＝11.06）、女性の平均年齢は 39.99
歳（SD＝10.48）であった。彼らは、調査会社（楽天
インサイト）に登録している回答者プールから選出さ
れた。調査会社が参加者プールのうち 20代から 50代
の男女に調査参加の依頼を出し、回答が完遂された順
にデータとして採用していった。回答者数が計画され
た人数（男女 300名ずつ）に達した時点で調査は終了
された。ただし、10歳ずつに区切った各年代で人数
が均等になるように募集は締め切られた（したがって
回答者の年齢分布は、実際の人口分布とは異なり、お
よそ一様分布であった）。
調査項目
調査項目は、（a）顔の好み、（b）性格特性、（c）体
の強さ、（d）そのほか（年齢など）を問う 4つのパー
トで構成され、この順番で提示された。
顔の好み（目の大きさ） 顔の好みを問うパートで
は、顔写真が左右に二枚並べて提示された。それらは、
平均顔の一部が操作された写真であった（図 1）。回
答者の課題は、左右の写真のうち、「より魅力的」に
感じられる方を選択することであった。元になった平
均顔は、18名の日本人男性、または 18名の日本人女
性から作られた各性 1種ずつであった（いずれも 20
代）。平均顔はその後、画像編集ソフトを使って、目
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（眼瞼裂及びその周辺）の大きさが 120％または 80％
になるように操作された。この編集作業で黒目の直径
も同時に変化したが、眉は含まれていなかった。顔写
真の操作は、目のほかに、眉、顎、唇、パーツの配置
の計 5種について行われた。従って、このパートの項
目数は、顔パーツの種類（5種）×性別（2種）の 10
問であった。これら 10問の順序は回答者ごとにラン
ダマイズされており、左右の出現位置はカウンターバ
ランスされていた。ただしここでは、目に関する結果
のみを報告する。
性格特性 測定された性格特性は、新規性追求性、
経験探求性、活動性、外向性、協調性、勤勉性、神経
症傾向、および開放性であった。新規性追求性の測定
項目は、上出・大坊（2005）から選出された 3問であっ
た（「楽しそうであれば、新しいことは試してみる方
である」など）。経験探求性は、古澤（1989）から選
出された 5問であった（「出来れば様々な経験をして
みたい」など）。活動性の測定項目は、柳井・柏木・
国生（1987）から選出された 6項目であった（「動作
はきびきびしている」など）。外向性、協調性、勤勉
性、神経症傾向、開放性の測定項目は、小塩・阿部・
Cutrone（2012）の 10項目であった（「活発で、外向
的だと思う」「人に気を遣う、やさしい人間だと思う」
「しっかりしていて、自分に厳しいと思う」「心配性で、
うろたえやすいと思う」「新しいことが好きで、変わっ
た考えを持つと思う」など）。
体の強さ 体の強さを問うパートでは、「あなたの
日常的な体調について答えてください。それぞれもっ
とも当てはまるものをお選びください。」という教示
の後に「1. 胃や腸が」、「2. 肌が」、「3. 循環器系（心
臓機能、貧血かどうかなど）が」、」「4. 筋力が」、「5.
免疫力が」、「6. 上記（1から 5）以外が全体的に」の
6問が設定されていた。回答は、「弱い」「やや弱い」
「標準」「やや強い」「強い」の五件法で行われた。
その他の項目 質問紙の最後のパートでは、回答者
の身長や、誕生月などが問われた。
手続き
調査会社から知らせを受けた参加者は、Webブラ
ウザを利用してオンラインで回答した。回答時にWeb
ブラウザから得られる OSの情報を使用することで、
スマートフォンやタブレットからの回答は受け付けな
かった。この制限を設けた理由は、ある程度以上の大
きさの画面で回答してもらうためであった。
質問紙は、参加への同意を求めるページで開始され、
「同意し、アンケート開始」ボタンを押すと次のペー
ジ（顔の好みを問うパート）へ遷移した。すべての回
答はラジオボタンをクリックすることで行われた。あ
る程度のスクロール量ごとにページが区切られており、
「次へ」ボタンを押すことで次のページへ遷移した。
未入力項目があると、入力を促すメッセージが表示さ
れ、次のページへ進めない仕組みになっていた。なお
研究は、大阪樟蔭女子大学研究計画審査会の承認を経
て行われた。
分析
大きな目を選択する者の傾向を調べるために、選択
された目を目的変数、選択者の個人特性を説明変数と
してロジスティック回帰分析を行った。個人特性の変
数をすべて含むモデルでは（変数が多すぎて）過適合
するため、一つずつ別けて単回帰を行った。効果の検
討には帰無仮説有意性検定は行わず、ベイズ分析を用
いた。ただし、オッズ比が 1を含む確率が 5％未満の
変数（オッズ比の 95％確信区間に 1を含まない変数）
に着目することとした。
結果
始めに、各写真を選択した人数を算出した。その結
果、大きな目の女性を選択した男性は 250人、女性は
259人で、小さな目の女性を選択した男性は 50人、
女性は 41人であった。大きな目の男性を選択した男
性は 192人、女性は 183人で、小さな目の男性を選ん
－ 143－
図 1. 目の大きさが操作された刺激画像。左列の目は平均顔
の 80％の大きさ、右列の目は 120％の大きさ。上段は
男性、下段は女性の顔。
だ男性は 108人、女性は 117人であった。
次に、大きな目の選好を説明する特性を明らかにす
るため、ロジスティック回帰を行った。目的変数は目
の大きさであった（小さな目の選択を 0、大きな目の
選択を 1とした）。説明変数は新規性追求性、経験探
求性、活動性、外向性、協調性、勤勉性、神経症傾向、
開放性、胃や腸の強さ、肌の強さ、循環器系の強さ、
筋力の強さ、免疫力の強さ、それ以外の部位の強さ、
年齢であった。これらは線形結合させず、それぞれの
変数ごとに分析された（つまり、1要因の回帰分析を
複数回行った）。分析は、目的変数になっている顔の
性別ごと、かつ、回答者の性別ごとに行われた。ロジ
スティック回帰には、 GNU R の MCMCpack の
MCMClogtが使用され、バーンインは 1000、ランダ
ムサンプル回数は 10000であった。以後 [ ]（ブラケッ
ト）内の二つの数値は 95％確信区間の下限と上限を
示すものとする。
女性の目を選択する男性データにおいてオッズ比を
算出したところ、その 95％確信区間が 1をまたがな
かったのは、協調性（M＝1.295［1.105, 1.518］）と
免疫力の強さ（M＝1.581［1.041, 2.437］）であった
（資料 Table A）。つまり、協調性が高い男性と、免疫
力の強い男性は、大きな目の女性を選択しやすいこと
が示された。言い方を変えれば、協調性が低く、免疫
力が弱い男性には小さな目の女性を選択する傾向があっ
た。一方で、女性の目を選択する女性のデータにおい
ては、すべての変数のオッズ比の 95％確信区間が 1
を含んでいた（資料 Table B）。つまり、本研究で扱っ
た変数は、女性が女性の目の大きさを選択するときの
予測子としての有意性は低かった。
男性の目を選択する女性データにおいてオッズ比を
算出したところ、その 95％確信区間が 1をまたがな
かったのは、活動性（M＝1.508［1.031, 2.247］）で
あった（資料 Table C）。つまり、活動性が高い女性
は、大きな目の男性を選択する率が高かった。一方で、
男性の目を選択する男性のデータにおいては、すべて
の変数のオッズ比の 95％確信区間は 1を含んでいた
（資料 Table D）。つまりそれらの説明変数は、男性が
男性の目の大きさを選択するときの予測子としての有
意性が低かった。
考察
どのような個体が大きな目を好むかを整理すること
で、大きな目が発する信号の意味を推察するのが本研
究の目的であった。調査の結果、一般的に、両性の顔
で拡大された目が選好されたが、その傾向は特に女性
の顔で顕著であった。さらに、大きな目の女性は協調
性や免疫力の高い男性から選択され、大きな目の男性
は活動性の高い女性から選択されていた。
女性の大きな目について
女性の大きな目が発する信号の意味は、身体の優位
性に関するものではないようである。身体に何らかの
弱点を持つ異性が大きな目に接近していたわけではな
いからである。結果では確かに、女性の目の大きさは
選択する男性の免疫機能と関連していた。しかし、大
きな目の女性を選択する男性は、免疫機能がむしろ高
い男性であった。つまり、免疫力の弱さを克服するた
めに大きな目に接近しているわけではない。論理的に
は、免疫力を「下げるため」に接近している可能性も
あるが、この能力をわざわざ下げることが進化の仕組
みにおいて妥当とは考えらえない。さらに、協調性の
高い男性も大きな目の女性を選好する率が高かった点
を考慮すると、大きな目は何らかの社会性と関連して
いるのかもしれない。
協調性の高い男性が大きな目の女性を選好した理由、
あるいは協調性の低い男性が小さな目の女性を選好し
た理由として以下のような推測が可能である。一つ目
は、協調性の高さが、いわゆる社会的に形成されたコ
ンセンサスとしての魅力を受け入れる度合いと関連し
ている、ということである。例えば、ある個体が（ラ
ンダムに）たまたま「大きな目が好き」と言ったとす
る。この時、周囲にいる協調性の高い個体は、「私も
そう思う」と反応する。この関係が繰り返されると、
協調性の高い人の集団は大きな目を魅力的と判断する
ようになり、協調性の低い人はそのように判断しない、
という結果につながると考えらえるのである。
二つ目は、これはそれほどありそうでもないが、子
孫の協調性を低めるために大きな目に接近した、とい
う可能性である。協調性が高すぎると、集団の凝集力
が高まり、集団外への発展が阻害される。したがって
協調性が高いことが必ずしも種の保存に役立つわけで
はない。もし大きな目の女性が子孫の協調性を低める
何らかの要因を持っているとしたら、協調性の高い男
性が大きな目の女性に接近する、というシナリオもあ
り得るのである。しかし、その可能性は高くはない。
なぜなら、協調性は遺伝率が低い性格特性だからであ
る（Power & Pluess, 2015; Vukasovic & Bratko,
2015）。つまり、たとえ協調性の高い（あるいは低い）
個体を選んで配偶関係となっても、その子の協調性が
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高くなるかどうかは生育環境で大きく変わってくるの
である。
もし女性の大きな目が社会的な要因ではなく、身体
機能と関連しているとしたら、それは免疫機能の高い
男性の選出機能であろう。つまり、男性が大きな目の
女性を選んでいるといると同時に、女性が免疫力の高
い男性を選んでいる、とういことである。例えば、眼
瞼裂が広いことで埃や雑菌が眼球に接しやすく、眼病
になりやすいなら、大きな目に接近するためには一定
の免疫力が必要である。もし免疫力の低い男性が大き
な目の女性と交配しても、その子孫が眼病等の悪影響
を受けやすいならその後の子孫が続く可能性は低くな
る（免疫力の低い男性は、目の小さな女性と配偶関係
になる方が子孫をつなぐ可能性が高くなる）。そのよ
うに考えれば、大きな目は免疫力の高い男性と低い男
性とをふるい分ける機能を持っているのかもしれない。
男性の大きな目について
男性顔の目の大きさに関しては、賛否両論のようで
ある。確かに男性の顔においても縮小された目よりも
拡大された目のほうが多く選択されたが、その偏りは
女性の目に対するそれよりも少なかった。つまり、男
性が大きな目を持っていても、必ずしも何らかのアド
バンデージがあるとも限らないのである。むしろ、一
部の女性は小さな目を積極的に選んでいる可能性があ
る。大きな目はベビースキーマに当てはまるため、顔
を幼く見せる効果がある。「男性は女性を守る、女性
は守られる」というジェンダー観のある社会において
は、幼く見える男性は男性としての魅力が低く見積も
られても不思議ではない。
活動性の高い女性が大きな目の男性を選択した理由
も、ジェンダー観と関連しているかもしれない。例え
ば活動性の高い女性は現代社会では自立しており、そ
れゆえ男性からの庇護を求める傾向が低く、逆に活動
性の低い女性は、男性の助けを得ることで自身あるい
は子孫を保護する可能性がある。
ただ、この点に関しても、いくつかの他の解釈が成
り立つ。活動性が高い個体は生息範囲を拡大できる可
能性を持っているが、それと引き換えに思わぬ事故や
敵によって命を落とすリスクも持っている。つまり、
活動性が高すぎることにもデメリットがあるのである。
そのように考えれば、活動性の高い女性は、その活動
性を低める要因を求めているかもしれない。そのよう
に考えた時、大きな目の男性は、活動性を低める要因
を持っているとも推察できるのである。しかし、大き
な目の男性は活動的であるという、逆の解釈も可能で
ある。人間のカップルは似た者同士のほうが中続きす
ることが知られている（Hill, Rubin, and Peplau,
1976）。もし女性が自分と似たタイプの異性に接近す
る方略を取っているなら、大きな目の男性は高い活動
性を持っているとも推論できるのである。本研究のデー
タは、活動性と男性の大きな目との関連があるという
ことを示してはいるが、その理由付けに関しては今後
のさらなる研究が必要であろう。
結論
大きな目は、その持ち主の身体的な優位性を示す信
号ではなく、何らかの社会的な意味を発しているよう
である。大きな目は多くの文化圏で魅力要素ととらえ
られてはいるが、例えば昔の日本ではひき目が魅力で
あった。大きな目の持つ意味は、社会によって構成さ
れ、また変遷するもののようである。
しかし、目の大きさの選好は、配偶者選択の仕組み
としては機能している可能性は高い。本研究の結果で
も、異性の目の選好には選択者の性格や体調の特性が
関連していた一方で、同性の目の選択を予測する変数
は見つけられなかった。言い方を変えれば、異性の目
の選択においてのみ、性格特性や体調による影響を受
けていたのである。
本研究の重要な点は、大きな目が何と関連している
かを抽出したことである。たしかに、研究のデザイン
上、変数同士の関連の方向性や因果関係はいかように
も解釈できてしまう。さらに本論では、仮説の上に仮
説を重ねる議論も行った。これらの点を明確にしてい
くためには、さらなる研究が必要であろう。しかし少
なくとも「この特性と関連している」ということが明
らかにできたことは、本研究の成果である。
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資料
Table A. 女性の顔写真に対する男性の選択データから計算された、個人特性ごとの回帰係数とオッズ比。
Note. Mean, SD, SEは回帰係数の事後パラメータ。Iは Raftery and Lewisの依存係数。
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Table B. 女性の顔写真に対する女性の選択データから計算された、個人特性ごとの回帰係数とオッズ比。
Note. Mean, SD, SEは回帰係数の事後パラメータ。Iは Raftery and Lewisの依存係数。
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Table C. 男性の顔写真に対する女性の選択データから計算された、個人特性ごとの回帰係数とオッズ比。
Note. Mean, SD, SEは回帰係数の事後パラメータ。Iは Raftery and Lewisの依存係数。
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Table D. 男性の顔写真に対する男性の選択データから計算された、個人特性ごとの回帰係数とオッズ比。
Note. Mean, SD, SEは回帰係数の事後パラメータ。Iは Raftery and Lewisの依存係数。
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An Exploratory Study on the Preference for Large Eyes:
Individual Traits of the Selectors
Faculty of Liberal Arts, Department of Beauty and Fashion Studies
Soyogu MATSUSHITA
Abstract
In many cultures, including modern Japan, large eyes are considered to be one of the factors that make a
female’s face appear attractive. As a rule, attractive things have conferred certain benefits to humans during
the evolutionary process. However, what kind of meaning large eyes have for humans is still unknown. In
this study, differences in the personal traits of people who prefer either large or small eyes were examined to
understand the meaning of preferring large eyes. Participants (N = 600) chose a more attractive face between
two photos where eye size had been manipulated, and then completed a questionnaire measuring their own
personal traits. The results indicated that males with high agreeableness and/or strong immunity tended to
choose large-eyed females. In addition, females with high activity tended to choose large-eyed males. Eco-
logical and sociological meanings of having large eyes were discussed.
Keywords: Large eyes, face, attractiveness, preference, individual differences
